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【主な収録内容】

連載

廣瀬 健二 早稲田大学社会安全政策研究所招聘研究員
岩崎 政孝 弁護士・上智大学法科大学院教授
藤永 祐介 千葉家庭裁判所判事
葛西由布子 東京家庭裁判所主任家庭裁判所調査官
山﨑 健一 弁護士

◆ 人事訴訟・家事事件の手続のデジタル化
～令和 4年・令和 5年改正民事訴訟法 ,人事訴訟法および家事事件手続法等の概要～
脇村真治 （農林水産省大臣官房法務支援室長（前法務省民事局参事官））
波多野紀夫 （法務省民事局参事官（前民事法制企画官））　

◆ 公正証書に係る一連の手続のデジタル化
～令和 5年改正公証人法の概要～
村松秀樹 （法務省大臣官房会計課長（前法務省民事局総務課長））
遠藤啓佑 （法務省民事局付兼総務課登記所適正配置対策室長）

◆ 「性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の
増進に関する法律」の施行について
志村和俊（内閣府政策統括官（政策調整担当）付参事官（性的指向・ジェンダーアイデンティティ理解増進担当）付企画官）

解説

少年事件における弁護士付添人の
役割や意義、実務の基本的な心構え
や勘所、裁判官や調査官が付添人に
期待する役割・活動などを解説。

ほか

◆ 民事信託と後見制度を併用する場合の諸問題
第４回　民事信託の受託者と任意後見人の地位の兼任について
日公連民事信託研究会、日弁連信託センター
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